市民公募委員サロンの結果について

１　日時

　　平成２３年１１月２１日（月）　午後６時４５分から午後８時４５分まで

２　場所

　　職員会館かもがわ　大多目的室
３　運営
（１）コーディネーター

　　　小林　達弥　氏（市民参加推進フォーラム　委員）

（２）テーブルマスター
　　　土山　希美枝氏，永橋　爲介氏（市民参加推進フォーラム委員）
　　　北川課長，樹下課長補佐（事務局）
４　参加者

（１）参加者数

　　　２２名（男１２名，女１０名）
　　　※事務局職員にも呼び掛けたが参加者は０名。ただし，所管する審議会の市民公募委員が参加するなら，出席を希望する所属は２所属あった。
（２）所属審議会名（以前に所属していた審議会名も記載）
　　　環境審議会，市民参加推進フォーラム，未来まちづくり１００人委員会，大学のまち京都・学生のまち京都推進会議，市民活動総合センター評価委員会，人権文化推進懇話会，食の安全推進協議会，保健福祉局指定管理者選定等委員会，山科区基本計画策定委員会，下京区保健センター運営協議会，社会教育委員会議（計１１審議会）
（３）募集方法

　　　市民公募委員サロン案内の登録者（４５名）と市民参加推進フォーラムの元市民公募委員と本市審議会（１６名），現在審議会に在籍する市民公募委員全員に電子メールを中心に案内を送付（電子メールの環境のない方には郵送で案内）した。
５　タイムテーブル
　　１８：４５　開会，趣旨説明（小林委員）

１８：５０　挨拶・話題提供「市民参加推進の手引き（仮称）」（永橋部会長）
１９：００　グループワーク（ワールドカフェ方式で実施）

「市民公募委員になって感じること～自由に語り合おう～」
　　１９：３５　席替え

１９：４０　軽食タイム

　　　　　　「伏見稲荷寿司」伏見稲荷ひろめ隊

１９：５０　グループワーク　２回目開始
　　２０：２０　グループごとに意見交換の結果を発表（２分×４テーブル）
　　２０：４０　まとめ
　　２０：５０　閉会
６　挨拶・話題提供「市民参加推進の手引き（仮称）」
市民参加推進フォーラム　市民参加推進の手引き作成部会　永橋部会長
　（内容）

京都市では，参加と協働により市政運営していくため，平成１５年に市民参加のルールやこつ等を盛り込んだ「市民参加ガイドライン」を作成している。現在，当ガイドラインの改訂作業を市民参加推進フォーラムと職員で取り組んでいるところである。

会場のホワイトボードに貼っているのは，先ほどまで，職員がお手元に配布した「１５のチェックポイント」をもとにワークショップで議論していた内容である。

改訂後は，職員が手引書を活用して，市民参加に誠実に取り組んでいくことになる。この効果は市民の方に直接跳ね返ってくるものである。まだ，まとまったものをお示しできないが，今後，集まっていただいた方に意見を求める場を設ける可能性もあるかもしれないので，その際にはどうぞ御協力お願いしたい。
７　軽食タイム

今回は，より気軽な雰囲気を演出するため参加者に３００円の自己負担をしていただき，軽食として「伏見稲荷寿司」を提供した。軽食前に伏見稲荷寿司ひろめ隊の杉山隊長，長谷川副隊長にお越しいただき，取り組みのきっかけや目的等についてＰＲしていただいた。
（内容）

　　私達は，伏見稲荷寿司を多くの人に知ってもらうことで，まちおこしにつなげる取組をしている。伏見稲荷商店街は，１０年前には１００店舗以上あったが，いまでは１６店舗しかない状況である。小学校も一学年３０名しかない。他の地域の方に，Ｂ級グルメでまちおこしをするというと「京都には人がたくさん来るのではないか」と言われるが，実は商店街のシャッター商店街化と高齢化はどのまちでも深刻な状況にある。
私達は，この取組を通じて，観光客にも知ってもらい，好きになって，住んでもらうことが一つのまちおこしだと思っている。様々なところで特色を出して取り組まれていると思うので，そういったところとつながっていきたいと思う。本日は，先日の姫路市で行われたＢ級グランプリで提供したものと同じものをもってきたので，これを機会に伏見稲荷寿司を知っていただきたい。
８　議論で出された主な意見
１班
・専門用語が難しい。

・勉強の機会になる。
・等身大でいいのでないか。関心を持ってやってきたので，専門家だと胸を張ったらいいと思う。

・小グループだと話しやすいが，大きなテーブルで専門用語が飛び交う中で発言することは勇気がいる。議論の中心となる人がそのあたりを配慮してくれると助かる。ある審議会では，専門用語を使わずに議論しようという話になり，議論しやすくなったという事例も紹介された。

・市民公募委員も分からないことは分からないと伝えることが大事。

・審議会に参加することは公共性のある事だと思う。自分の関心ごとだけでなく，一市民ということを考えたうえで発言しよう。
２班

・あまり議論しない審議会がある。課題はあるが議論されていない。

・発言を重ねるごとに前は聞いてくれなかったのにだんだん聞いてくれるように。

・関心のある人が集まっているので，部会ではよく議論されている。審議会は議論するところである。

・参加する人がどれだけ問題意識を持っているかがモチベーションに関係してくる。

・勇気を持って発言することで意見を反映させていくことが大事ではないか。

・気軽に意見を言ってみようとすることも大事ではないか。

・市民公募委員として大事な心構えは，「ちょっとお人好し」，「ちょっと厚かましく」，「ちょっと聴く」ということではないか。
・審議内容をどれだけわかっている必要があるのか。市民として話すのか，自分として話すのか。
・分からないところについて職員に丁寧に説明してもらうことで，理解が進み発言できるようになった。
・市民公募委員は，専門家ではない一市民の視点からの発言が重要だと思う。言うべきことは言おう。記録に残ることが次にいかされることがある。語ることが大事。
３班

・審議会に参加した動機は，自分の知識・経験をいかすため。
・参加してみると募集の要件と内容が違ったことがあり，募集要項に不備があったのではないか。
・議論を交わすための場のはずなのに，結論がはじめから決まっていて発言する機会はなかった。
・分厚い会議資料を渡され，読み込むのは大変な作業であった。難しいことについては，事前にレクチャーがあれば助かった。分からないことは，聞いたことで，職員から説明をしてもらった。
・知らないことを強みにして，市民公募委員の自分が知らないなら他の市民も知らないという視点で発言することも大事。
・審議会には，様々な人が参加しているので面白かった。知識が増えて良かった。
・いつもの進行役がおらず，市民公募委員や自治会の人だけで話す機会があったが，ざっくばらんに話ができてよかった。

４班
・市民公募委員に期待されている役割として２つのパターンがある。
・市民の意見をちょっと聞きたい審議会と運営まで任せる審議会がある。
・大学政策担当からは，「市民参加を推進するための審議会等運営ガイドブック」を説明してもらったが，保健福祉局の審議会では説明をしてもらえていない状況があった。ガイドブックを作成するだけでなく，これがいきる仕組みを作ることで，もっと市民の参加度合いが高まると思う。
９　土山座長まとめ
・専門用語や分からないこと発言することその効果を軸に話されていた。
・分からないことを強みに発言することが大事という議論があった。

・審議会で大事なことは，議論されたことの結果がいかされることにあると思う。政策の議論には正解がないので，勇気を持って発言する市民公募委員の方が増えてほしい。

・市民公募委員の方には，学識経験者ではない視点からの意見が言える。
・多様な市民で構成されているので，多様な意見を取り入れていかないと市民の課題を解決する結論にはたどり着けないのではないか。
・市民の意見をいかしていく仕組みを構成していくことが市民参加推進フォーラムのミッションである。

・冒頭説明のあった手引書作成は，市民の声をどう市政運営の仕組みとしていかしていくかというものである。本日頂いた意見もいかしながら策定に取り組んでいきたい。

１０　アンケート結果

　　回収数　１９名（全２２名）（回収率　８６．４％）
資料７








